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１．事業名 栃木県に留学する魅力を紹介するパンフレット 

２．実施時期 平成26年7月～平成27年3月 

３．実施場所 作新学院大学校内 

４．事業の内容等 サークル「国際交流会」に所属している学生6名がメインとなって活動し

てきた。 

より多くの留学生に栃木県に来て頂くために、まずは本サークルで留学生

に何をアピールすべきかを検討し、紹介パンフレットの構成案を作成した。

それから、その案を持って足利工業大学の留学生と議論し、理工系留学生の

視点からアドバイスを頂き、パンフレットの構成を見直した。 

本パンフレットは、主に留学先を選ぶ際に重要視している①大学で勉強し

ていること、②アパート・暮らし、③アルバイト、④楽しい大学生活の４つ

のテーマで構成されている。各テーマについて、各大学の留学生や留学生を

支援している団体等に原稿を依頼し、執筆頂いた。また、大学に対して親近

感を持ってもらうため、大学一覧には基本情報の他に、留学生担当部署や留

学生へのメッセージも取り入れた。 

パンフレットは、1,000部印刷し、関東・東北地方の日本語学校291校に3

部ずつ配布し、日本の大学に進学を希望している外国人学生に発信して頂く

ことにした。 

５．事業の成果と今

後の課題 

県内の留学生数増加にどのくらいの影響があるのか、現時点では計ること

はできないが、進学予定の外国人留学生に栃木県の魅力を伝えることができ

ると思う。また、異なる高等教育機関の学生との議論を通じ、交流を深まる

ことができた。 

 本活動は、年度中に具体的な効果を計ることができなかったが、今後はそ

の効果を調べ改善する必要がある。また、本パンフレットは日本語で制作し

ているため、日本語能力が不足している留学生にも発信できるよう、多言語

での作成が有効だと考える。さらに、より多くの留学生に発信するため、紙

媒体の他にSNS等を活用する方法もある。 

（注）１．記述が枠内に収まらない場合は、枠を拡大してください。 

   ２．事業内容がわかるような資料や写真などがあれば添付してください。 

報告書（添付書類を含む）はＡ４判５枚以内にまとめてください。 

   ３．この報告書は、各関係機関等に公表するともに、大学コンソーシアムとちぎのホームペ

ージへの掲載を考えております。また、次年度以降の学生活動支援事業に役立てていきた

いと思います。 



■全体スケジュール            ■足利工業大学の留学生との打合せ（H26.11.13） 

  
 

■パンフレット 

 




















